
世界遺産のあるまち 台東区

国立西洋美術館東京初の世界文化遺産

2016年7月　国立西洋美術館を構成資産に含む「ル・コルビュジエの建築作品
ー近代建築運動への顕著な貢献ー」が世界文化遺産に登録されました
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建物の特徴

ピロティ

１９世紀ホール

ル ・ コルビュジエが名づけた

１９世紀ホールは、 美術館の

核となるよう建物の中心に置

かれました。 吹き抜け空間が

２階や中３階とさまざまなと

ころでつながり、 複雑な空間

を感じることができます。

ル ・ コルビュジエが提唱した

「近代建築５つの要点」 の

１つです。 建物を柱で持ち上

げて地上部分にできる吹き抜

けの空間を指します。 雨や強

い日差しを避けるとともに、

建物内の流動性を増します。 

Ⓒ国立西洋美術館

Ⓒ国立西洋美術館

三角形のトップライト

スロープ

天井の高さ

北向きの明かりとりの窓か

ら、 やわらかな自然の光が差

し込みます。

ル ・ コルビュジエが多くの建

築作品に用いたスロープは、

上がるにつれて段々と景色が

変わっていきます。階段と違っ

て、 空間の変化をゆっくりと

楽しみながら２階に移動するこ

とができます。

２階展示室の天井は、 高い部

分と低い部分が組み合わされ

ています。 歩くにつれて空間

の広がりや変化を楽しむこと

ができます。

Ⓒ国立西洋美術館

Ⓒ国立西洋美術館

Ⓒ国立西洋美術館



世界遺産委員会の決議区分

登録までの道のり

ル・コルビュジエの建築が全世界に与えた大きな影響力

建築によるアイデア（思想）の具現化

１９２０年代初頭から１９６０年代半ばにかけて設計・建築された「ル・コルビュジエの建築作品」は、半

世紀にわたる「近代建築運動（１９世紀以前の様式建築を批判し、新しい社会の求めに応じた建築を作

ろうとする運動）」の歴史を証明するものです。世界各地に存在し、国境を超えた一連の資産は２０世紀の

建築に大きな影響を与えました。

世界遺産とは、世界の人たち全員の宝物として大切に

守っていく必要のある、貴重な文化財や自然のこと。

これを国際社会が協力して守り、次世代に伝えるための

決まりが１９７２年にユネスコ（国際連合教育科学文化

機関。教育、科学及び文化などの活動を通じて、世界平

和を実現するために作られた国際機関）の総会で採択

された「世界遺産条約（世界の文化遺産及び自然遺

産の保護に関する条約）」です。

世界遺産条約の締約国は、ユネスコ世界遺産センター

に候補の資産を記載した「世界遺産暫定一覧表」を予

め提出したうえで、「推薦書」を作成し、提出します。

イコモス（国際記念物遺跡会議。世界遺産委員会の文

化遺産に関する諮問機関）は、書類審査と現地調査によ

り「推薦書」を評価し、勧告を行います。イコモスの勧

告を反映した決議案に基づき、世界遺産委員会で審議

が行われ、世界遺産一覧表へ記載（世界遺産登録）が

決定されます。

ル・コルビュジエの作品は、２０世紀という新しい時代の精神や社会、あるいは生活上のニーズに対する

先駆的な回答でした。

ル・コルビュジエの作品は、新しい建築に対する考え方や価値観を世界中に広めました。

世界遺産には３つの種類があります。

１ 登録(記載)

平成１９年

（２００７年）

平成２０年

（２００８年）

平成２１年

（２００９年）

平成２３年

（２０１１年）

平成２６年

（２０１４年）

平成２７年

（２０１５年）

平成２８年

（２０１６年）

世界遺産一覧表(リスト)に登録(記載）するもの

追加情報の提出を求めた上で次回以降に再審議するもの。

より綿密な調査や推薦書の本質的な改定が必要なもの。

推薦書の再提出後、再度、諮問機関の審査を受ける必要がある。

世界遺産一覧表(リスト)への登録(記載）にふさわしくない

もの。当該物件の登録を再度推薦することは、例外的な場合

を除き、認められない。

フランスから日本政府へ共同推薦の依頼

イコモスによる現地調査

イコモスから「記載延期」とする勧告

イコモスによる現地調査

イコモスから「記載」とする勧告

イコモスから「不記載」とする勧告

日本政府が、国立西洋美術館（本館）を

「世界遺産暫定一覧表」へ記載

国立西洋美術館（本館）を国の重要文化財（建造物）に

指定

日本政府が、「ル・コルビュジエの建築と都市計画」

の世界遺産への推薦を決定

情報照会

記載延期

不記載

区分 内 容

２

３

４

９月

１２月

５月

６月

２月

５月

６月

９月

１月

８月

５月

７月

１月

２月

１０月

関係国を代表して、フランス政府がユネスコ世界遺産

センターへ推薦書「ル・コルビュジエの建築と都市計

画」を提出

第３３回世界遺産委員会（スペイン）で審議

→「情報照会」とする決議

第３５回世界遺産委員会（フランス）で再審議

→「記載延期」とする決議

第４０回世界遺産委員会（トルコ）で審議

→「記載」とする決議

関係国を代表して、フランス政府がユネスコ世界遺産

センターへ「ル・コルビュジエの建築作品ー近代建築

運動への顕著な貢献ー」として追加情報を提出（推薦

書のタイトルの変更、構成資産の見直し等を行った）

関係国を代表して、フランス政府がユネスコ世界遺産

センターへ推薦書（暫定版）「ル・コルビュジエの建築

作品ー近代建築運動への顕著な貢献ー」を提出

関係国を代表して、フランス政府がユネスコ世界遺産

センターへ推薦書（正式版）「ル・コルビュジエの建築

作品ー近代建築運動への顕著な貢献ー」を提出

日本政府が「ル・コルビュジエの建築作品ー近代建

築運動への顕著な貢献ー」の推薦を決定

文化遺産
建物や遺跡、城、

寺院、古墳など

地形や風景、貴重な

動植物の生息地など

自然遺産
自然遺産と文化遺産の

両方の価値をもつもの

複合遺産

★世界遺産の分類

世界遺産とは

『ル・コルビュジエの建築作品』世界遺産として認められた価値

ル・コルビュジエってどんな人？

国立西洋美術館ってどんな建物？

ル・コルビュジエの建築を知るためのキーワード

「ル・コルビュジエの建築作品  ー近代建築運動への顕著な貢献ー」世界文化遺産

■２０世紀を代表する近代建築の巨匠の一人。

■「ドミノシステム」、「近代建築の５つの要点」、「モデュロール」、「無限成長美術館」などの新しいアイデア

　を提案し、２０世紀以降の建築やデザインに大きな影響を与えました。

■世界各地に約７０の建築作品があります。

■建築分野以外にも、絵画、版画、彫刻などの芸術作品の制作をはじめ、インテリアのデザインや執筆活動

　などにも取り組み、小住宅から国連本部のビルの原案まで幅広い創作活動を展開しました。

本名：シャルル・エドゥアール・ジャンヌレ

※「ル・コルビュジエ」という名前は、雑誌「エスプリ・ヌーヴォー」

　の中で用いたペンネーム

・スイスのラ・ショー＝ド＝フォン生まれ

ル・コルビュジエは、時計職人である父親の家業を継ぐため、美術

学校で彫刻や彫金を学びました。在学中、先生であるシャルル・レプ

ラトニエから建築を学ぶことをすすめられ、建築家としての一歩を

踏み出します。

その後、スイスからパリに拠点を移し、世界中で活躍しました。

（のちにフランス国籍取得）

■「松方コレクション」の寄贈返還を通じて、戦後の日本とフランスの

　文化交流の象徴となった建物です。

■東アジアで唯一のル・コルビュジエ作品であり、ピロティ、スロープ、

　屋上庭園、モデュロールなど、ル・コルビュジエの建築的な特徴が 

　よく表現されています。

■「無限成長美術館」の構想がよく示されている美術館です。

１９１０年代半ばから２０年代半ばにかけて、当時、川崎造船所社長であった松方幸次郎は、ヨーロッパ各地で

絵画・彫刻等の美術作品を収集しました。これらは「松方コレクション」と呼ばれています。

第二次世界大戦後、一時フランス政府の所有となった松方コレクションは、１９５３年、新しい美術館をつくる

ことを条件に日本へ返還されることとなりました。

しかし、戦後間もない日本は予算不足でした。結局、不足分は画壇や財界を巻き込んでの募金でまかなうこと

になりました。当時のお金で１億円が集まったと言われており、いかに人々の期待が大きかったかわかります。

美術館の設計には、世界的な建築家ル・コルビュジエが選ばれました。ル・コルビュジエは、１９５５年１１月

に日本を訪問し、上野公園内の建設予定地を調査しました。ル・コルビュジエがつくった設計図をもとに、彼

の弟子である前川國男、坂倉準三、吉阪隆正の３人が協力して美術館の建設を進めました。

そして１９５９年３月に美術館は完成し、同年６月１０日に開館しました。

巻貝から
思いついた
形だよ

建物の寸法を決めるルールで、黄金比と身体のサイズを

利用してつくった定規（基本寸法）です。

たとえば、人（１８３ｃｍのヨーロッパの男性）が手をのば

した高さ（２２６ｃｍ）を住宅の天井にちょうどよい高さ

と定めました。

このようにして部屋、家具の大きさなども「モデュロール」

で決めています。

モデュロール

ピロティから建物の中心に入り外側に向かって螺旋状に

順路をとり、作品の増加に伴い展示スペースを追加して無

限に成長することができるなど、ル・コルビュジエの様々

なアイデアがちりばめられたもの。国立西洋美術館（本

館）はこのアイデアを基に建てられました。

この構想は国立西洋美術館の他に、インドのアーメダバー

ド美術館、チャンディガール美術館で試みられています。

「無限発展美術館」と訳すこともあります。

無限成長美術館

The Architectural Work of Le Corbusier, 　　　an Outstanding Contribution to the Modern Movement
, )(

フランス（１０資産）

日本（１資産）

ベルギー（１資産） アルゼンチン（１資産） インド（１資産）

ドイツ（１資産） スイス（２資産）

ラ・ロッシュ＝ジャンヌレ邸

サン・ディエの工場

国立西洋美術館

ギエット邸 クルチェット邸

イムーブル・クラルテ

チャンディガールの
　　キャピトル・コンプレックス

ヴァイセンホフ・
　　　ジードルングの住宅

レマン湖畔の
　　　　小さな家（★３）

ペサックの集合住宅 サヴォア邸と庭師小屋（★１）

ロンシャンの礼拝堂（★５） カップ・マルタンの休暇小屋 ラ・トゥーレットの修道院 フィルミニの文化の家

ポルト・モリトーの
集合住宅（★４）

マルセイユの
ユニテ・ダビタシオン（★２）

■世界各地にあるル・コルビュジエの建築作品のうち、近代建築運動への顕著な貢献が見られる７か国に所在する１７資

　産が世界文化遺産に登録されました。

■構成遺産には、個人の邸宅から集合住宅、宗教建築や行政庁舎など、さまざまな作品が含まれています。

■「サヴォア邸と庭師小屋（★１）」は、ル・コルビュジエが提唱した「近代建築の５つの要点」（右ページ参照）を具現化し

　たもので、近代建築住宅の最高傑作とも呼ばれています。

■「マルセイユのユニテ・ダビタシオン（★２）」は、ホテル、レストラン、郵便局、幼稚園、体育館、プールなどが併設された

　集合住宅です。建物の設計には、ル・コルビュジエが提唱した「モデュロール」（右ページ参照）が採用されています。

■その他、ル・コルビュジエが両親のために作った「レマン湖畔の小さな家（★３）」や、自身がディベロッパーとなったア

　パートで、アトリエおよび住宅としても利用した「ポルト・モリトーの集合住宅（★４）」、２０世紀を代表する宗教建築

　である「ロンシャンの礼拝堂（★５）」など、バラエティに富んでいます。

近代建築５つの要点
ル・コルビュジエは近代建築を成り立たせるための

５つの要点を提案しました。

国立西洋美術館

国立西洋美術館ができるまで

松方幸次郎と「松方コレクション」

昭和３４（１９５９）年完成　設計者：ル・コルビュジエ

建物を柱で持ち上げて地上部分にできる吹き抜けの

空間です。雨や強い日差しを避けるとともに、建物内

外の流動性を増します。

１．ピロティ

勾配屋根ではなく、水平な屋上にすることで、植物を

植えたり、日光浴を楽しんだりして、都会でも自然を

感じることができます。

２．屋上庭園

壁でなく柱で建物を支え、空間を仕切る壁を別に設け

ることによって自由な部屋をつくることができます。

３．自由な間取り（平面）

柱や壁にじゃまされずに幅広く窓をあけて、光を部屋

のすみずみにまでとり入れることができます。

４．横長の窓（水平に連続する家）

建物を壁のかわりに柱で支えることによって自由に

デザインできるようになった壁面のことです。

５．自由な立面（ファサード）

「松方コレクション」を築いた松方幸次郎（１８６６−１９５０）は、明治の元勲

で総理大臣も務めた松方正義の三男です。１８９６年、株式会社川崎造船所の

初代社長に就任し、造船業で巨額の財を得ました。

松方幸次郎が美術品の収集を始めたのは、第一次世界大戦中のロンドン滞在

時のことです。大戦により造船で莫大な利益を上げた松方は、１９１６年から

約１０年間でたびたびヨーロッパを訪れては画廊に足を運び、絵画、彫刻から

家具やタペストリーまで膨大な数の美術品を買い集めました。ロダンの彫刻作

品、モネやルノワールなどの絵画など、彼が手に入れた作品の総数は 1 万点に

及ぶと言われます。

彼が美術に情熱を傾けたのは、自分の趣味のためではな

く、日本に美術館をつくり、若い画家たちに本物の西洋美

術をみせてあげたいという気概からでした。

松方が収集し、ヨーロッパに残されていた美術品のうち、

ロンドンの倉庫にあった作品群は火災で失われてしまいま

した。

一方、パリに残された約４００点の作品は、ロダン美術館

の一角に保管されていました。これらの作品は第二次世界

大戦後、フランスの国有財産となります。この作品群の返

還を通じ、国立西洋美術館が誕生することになるのです。

クロード・モネ《睡蓮》

１９１６年　油彩、カンヴァス

松方コレクション
オーギュスト・ロダン《考える人》

１８８１ー８２年　ブロンズ

松方コレクション


